
多様性のある草原を創る！～東北の希少資源を活用する～

東日本大震災から5年 被災地で積極的な活動をしている京都府立桂高校（京都府）、被害の教訓を後世に伝えるために
活動をしているEPO東北（宮城県）より寄稿をもらいました。

京都府立桂高等学校 ユースのみなさんへ

（執筆：京都府立桂高等学校　西岡 大穂）

　桂高校TAFS「地球を守る新技術の開発」班は、
日本固有の植物「ノシバ」が生息地域の環境に
よって性質が異なることに注目。全国各地にノシ
バが生息し、地域独自の進化を遂げていることを
突き止めた。2009年からは、千葉県かずさDNA
研究所との共同研究となり、現在までに奈良県若
草山自生種・京都固有種（太閤芝）・富士芝野生
種・宮城県金華山種（金華芝）・青森県種差海岸
種を新たに発見し固有種として同定している。ま
た、発見したノシバの特性を分析し、地域の緑化
に活用する研究も行っている。研究班の最大の特
徴は、通常10％以下の発芽率しかない自生ノシ
バ種子を、アルコール選別法やKOH処理・発芽
容器KNC（研究班で開発）を駆使して、95％以上
（2015年）の発芽率を得ることに成功、自生地を
傷めず植生をそのまま復元できる技術を開発し
ました。この技術で増殖した京都自生芝は、京都
府内の銀行・学校屋上に多様性のある自生芝を
持つ屋上緑化施設を設置したり、京都将軍塚頂
上部に1200年前に桓武天皇が立ったであろう芝
地の再現を行っている。

　2012年には宮城県金華山で耐塩性が高く、多
様性のある固有種を発見し、潮風等で緑化しにく
い海岸部の河川堤防の緑化や、震災跡地に作ら
れた「仙台うみの杜水族館」に日本で初めて海岸
部に自生する多様性のある芝として採用されるな
ど、復興支援に携わっている。また、この芝は本研
究班によって増殖し、震災で高齢化・過疎化が加
速し、耕作放棄地が増加している宮城県鳴子に

地元生産者の協力を得て20,000㎡の芝生産圃
場を作り、今年から供給を開始する。
　昨年から、環境省の依頼で芝の名勝地、青森県
種差海岸インフォメーションセンターの緑化を手
掛けている。事前の調査で種差海岸の自生芝が、
東北固有の種であることを確認できたが、DNAタ
イプが金華山ノシバ種に比べて20分の１と少な
く、多様性が失われつつあり、ノシバの自生地とし
て衰退期にあることも判明した。本研究班で開発
した種子繁殖技術を活用して、種差海岸の芝を
健全な天然芝地として甦らせるプロジェクトを立
ち上げ、観光協会・八戸市観光課と取り組むこと
になっている。

　私達は、其々の地域で活動するにあたり、地域
の協力が不可欠だと考えている。新しい自生種を
発見して活用方法を見出したとしても、それらを
植栽し、経過をモニタリングし維持管理すること
や、利用の拡大で、固有ノシバ種の供給体制を確
立する等多くの課題を解決する必要がある。そこ
で、独自の環境ネットワークを創出し、この問題を
解決しようと考え、環境活動発表会や新聞等で
ネットワークへの参加を呼びかけた。その結果、
サンケイ農産・東日本復興芝株式会社（芝生産）、
株式会社 大林組・東北大学・かずさDNA研究所・
静岡県立富岳館高校（技術協力）、宮城県小牛田
農林高校・種差観光協会（現地での協力）、など
が参加する環境ネットワークを創り出すことがで
きた。さらに実証試験圃場を提供する国交省東
北河川局やインフォメーションセンターの緑化を
依頼した環境省東北地方環境事務所を加えると
産学官の大きなネットワークができたと考えている。

　震災から5年、大震災の傷跡は決して癒えたわ
けではない、私達が活動する海岸部では、今も震
災直後の状態の家屋が、そのままの状態で残さ
れています。また、多くのトラックが行きかい、海
岸堤防や道路の嵩上げなどの工事が続けられ、
これらが完全に復旧するまでには、同じ年月以上
かかるのではと思えてきます。私達の研究は、震
災以前の状態に戻すのではなく、それ以上の環
境に戻すことだと考えています。道路や堤防の緑
化は、景観だけでなく環境保全にも有効で推奨さ
れています。しかし緑化植物の種類はあまり配慮
されていません。私達の取組みはこの緑化植物
に地域の固有種を用い、生物多様性に配慮した
地域環境を創りだすことだと考えています。最近、
宮城県での有識者会議で堤防道路の緑化は、帰
化植物や準帰化植物（市販ノシバ）を用いないこ
との提案がなされました。私達の研究の先進性が
証明されたと考えています。
　2012年、青森県から宮城県にかけての海岸沿
いに３つの国定公園を併せて、三陸復興国立公
園として指定されました。私達はこの復興公園内
の緑地を固有種で緑化したいと考えています。世
界は震災後、どのように復興するのか注目してい
ます。ベースとなる植物から生物多様性を考え
た、世界で初めての自然公園を、是非実現したい
と考えています。
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京都府立桂高校のTAFS「地球を守る新技術の開発」班。学校や地域

を飛び出し、宮城県小牛田農林高校、静岡県立富岳館高校とネット

ワークを作りながら、東北被災地で行なっている活動を紹介します。

ノシバを地域に活用 復興支援に向けて

環境ネットワークの創出

ノシバで復興支援

宮城県小牛田農林高等学校、静岡県立富岳館高等学校の生徒とともに

EPO東北（東北環境パートナーシップオフィス）とは

東日本大震災から5年　

～私たちは何を伝えていくべきか～

　人の世に多くの事を問いかけた東日本大震災。
あれから5年が経ちました。
　沿岸部は津波に襲われ、直接津波被害を受け
なかった都市部でもライフラインの停止や食糧
不足に苦しみました。
　仙台市にオフィスを構えるEPO東北も例外で
は無く、この混乱した非常時に「一体何をすべき
なのか？」の問いを投げかけ続けていました。

　そんな中、EPO東北では発災から一か月が経
たないうちに「3.11あの時」と題する取材活動を
スタートさせました。この「3.11あの時」取材は、
環境分野のNPOや行政、学校関係者等の方々
が、どの様に被災し、どの様に乗り越え、何を感じ
ているかを記録として残すことが目的です。取材
は3年間で102名の方々に取材しています。

　取材を通して、我々EPO東北は東日本大震災
から多くの学びに触れる事になります。例えばこ
の大震災で広範囲にライフラインが停止した時、
都心部では暖を取る事や水の確保も難しく、食料
を得る為に多くの人がスーパーなどの量販店に
並びました。一方で、昔ながらの生活が残ってい
る農村部などでは、電気に頼らない薪ストーブや
カマド、食料備蓄があり、都心部ほどは困ってい
ませんでした。便利といわれている生活は、緊急
時には非常に弱く、昔ながらの生活は緊急時にも
強いと言えます。はたして効率性利便性を追い求
める事が本当に良い事なのか疑問さえ湧いてき
ます。　またもう一つ印象深かったキーワードは
「地域の伝承・地名」、正しく先人が残した智恵で
す。震災前までは、それほど認識されていなかっ
た伝承や地名が、今回の大震災で多くの事が検
証されています。例えば仙台平野にある「波分（な
みわけ）神社」と呼ばれる神社は、西暦869年に
起きた貞観（じょうがん）地震で津波がここまで来
たという警告を伝えるためにつくられたものだと
言われていますし、地名についても津波をはじ
めとする自然災害への注意を促すものが多く存
在しています。そのような話を聞くと、先人たちが
私たち子孫に何かを残そうという気持ちに感動
さえ覚えます。我々EPO東北もそうありたいと思
います。
　震災を経験して、震災の取材活動に取り組んで

きた人間として、「震災から得た教訓・先人からの
教訓」と「今ここに生きた人はどのような気持ち
でどのように生きて来たのか」ということを記し
ていくことが大切なのだと考えています。
　東日本大震災では15,894名（警察庁広報資
料H28.2.10）の方が亡くなり、5年が経とうとし
ている今でも2,562名（同資料）の方の行方が
分かっていません。これだけの被害を出して得
た教訓を、被害にあわれた方たちの為にも、忘れ
ることなく後世に伝え残していく事が、この時代
を生きた人間の責務だと考えています。私たち
が居なくなった時に、後の人たちは何かを感じ
取ってくれることを信じています。

EPO東北（東北環境パートナーシップオフィス）　

井上郡康

海風に晒されてきた金華山の芝は耐塩性に優れる

　南光台（仙台市）震災後の露店販売の様子

「3.11あの時」ヒヤリング風景

種差海岸インフォメーションセンター
ノシバの野生種を守りつつ、地域に活用していく

EPO東北は、東北地域の環境活動を促進するために、人と人をつなぐ拠点となることを目的としています。持続可能な社会を目指したよりよい
環境活動を進めるためには、行政や企業、市民、団体など、さまざまな分野の人や組織が垣根を越えて協力していくことが重要です。そこで、
地域の環境情報を発信し、それぞれが交流する機会を提供することで、活動の広がりや新たな取り組み創出のきっかけ作りを担います。 
たくさんの人がEPO東北をきっかけにして出会い、新たな環境活動の環が広がるよう、皆さんのパートナーシップ作りを支援します。

EPO東北は、2010年度4月1日から環境省東北地方環境事務所と公益財団法人
みやぎ･環境とくらし･ネットワーク(MELON)が協働して運営しています。

＜問合せ先＞　EPO東北（東北環境パートナーシップオフィス）

TEL : 022-290-7179　　E-mail : info＠epo-tohoku.jp 　URL : http://www.epo-tohoku.jp/

  

吉田 千紘さん（3年）

もっと多くの人にノシバを
知ってもらいたいです。(左上）

生徒コメント

吉野 温さん（3年）

僕は、ノシバの可能性を
信じています。（中上）

石平 あんりさん（3年）

広い視野を持って
活動したいです。(左下）

西岡 大穂さん（3年）

支えてくれる人たちに
感謝して頑張ります。(右上）

仲山 風吹さん（3年）

ノシバで日本を
盛り上げます。(右下）
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